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第1回 次世代へ光り輝く
「教育立県ちば」を推進する懇話会資料
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１ 本県における教育の現状
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日本と千葉県の人口［推移］
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国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集（2017年版）」(http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/Popular2017RE.asp?chap=0)
（2015年以降は、同研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）」の「死亡中位」を使用（http://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j/zenkoku2017/pp_zenkoku2017.asp)
※2015年以降の千葉県データは、政策検討基調調査（平成29年推計）の中位推計を使用（http://www.pref.chiba.lg.jp/seisaku/sougou/sakutei4/documents/hokoku_1.pdf）
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千葉県人口数[推移]

5

580

593

606

622
625

621

612

622

629 630
625

617

607

591

550

560

570

580

590

600

610

620

630

640

1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030

実績値

中位推計

高位推計

低位推計

出典：総合企画部政策企画課「政策検討基礎調査業務委託報告書」(H29.6発表)
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H29年16.2万人

H29年31.6万人
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出典：文部科学省「学校基本調査」
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（注）高等学校は、通信制を除く
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学校数（国公私立学校）［推移］
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Ｈ12,14年410(最大値)

Ｈ11～13年869(最大値)

Ｓ59年619（最大値)

H4,5年207（最大値）

（注）学校数は、本校数と分校数を合計したもの
高校の学校数は、全日制と定時制を合計したもの（通信制は含まない）
こども園は、新たな学校種として平成27年度創設 出典：文部科学省「学校基本調査」
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出典：文部科学省「学校基本調査」
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児童生徒1人当たりの教育費（公立学校）［推移］
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11出典：文部科学省「地方教育費調査」

教育費, 
378,186百万円

21.9%

土木費, 
120,675百万円

7.0%

公債費, 
215,201百万円

12.5%

総務費, 
109,411百万円

6.3%
警察費, 
150,511百万円

8.7%

商工費, 
204,270百万円

11.8%

民生費, 
282,287百万円

1６．３%

農林水

産業費, 
50,323百万円

2.9%

衛生費, 
62,381百万円

3.6%

その他
155,636百万円

9.0%

千葉県の費目別予算と教育費内訳（平成30年当初予算）

一般会計

予算総額

1,728,881百万円

(100％)

その他, 
17,741,545千円

4.7%

物件費
7,757,389千円

2.0％

投資的経費
5,985,302千円

1.6%

人件費

346,702,189千円
91.7%

社会教育費, 
2,443,751千円

0.6%

保健体育費, 
2,949,086千円

0.8%

特別支援学校費, 
34,822,948 

9.2%

教育総務費, 
54,353,095千円

14.4%

高等学校費, 
82,758,766千円

21.9%

中学校費, 
74,775,225千円

19.8%

小学校費, 
126,083,554千円

33.3%

12

出典：総務部財政課「平成３０年度当初予算案について」(H30.2.1発表）
財務施設課「平成３０年度教育委員会所管に係る当初予算の概要」(H30.3.16発表)
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２ 新 みんなで取り組む「教育立県ちば」プラン
の取組状況
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第２期千葉県教育振興基本計画「新 みんなで取り組む『教育立県
ちば』プラン」は、平成２７年度から３１年度までの５年間を計画期間
とし、今年度、実施４年目になる。
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教育振興基本計画の進捗管理（イメージ）

Ｐｌａｎ
重点施策推進計画

（工程表）

Ｃｈｅｃｋ
点検・評価

Ｄｏ
施策・事業の実施

Ａｃｔ
改善

教育振興基本計画の進行管理は、重点施策推進計画（工程表）に
掲げた施策・事業について、計画（Ｐｌａｎ） 実施（Ｄｏ） 評価（Ｃｈｅｃｋ）
改善（Ａｃｔ）というＰＤＣＡサイクルに基づいて行っている。

19

【指標】
「学習指導」に関する項目について「満足」「概ね満足」と
回答した保護者の割合

80.9%
80.6% 80.7% 80.7%

81.2%

77.0%

79.0%

81.0%

83.0%

H25 H26 H27 H28 H29

目標：増加を目指します

基準年：80.9%(H25)

平成２９年度の
実績が８１．２％
となり、前年度比
０ ． ５ ポ イ ン ト の
増となっている。

基 準 年 と 比 べ
０．３ポイント上回
っており、高いポ
イントを維持して
いる。

20
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【指標】
「子どもの様子（規範意識や協調性）」に関する項目につ
いて「満足」「概ね満足」と回答した保護者の割合

87.2% 87.1% 87.1%
87.5%

87.8%

84.0%

86.0%

88.0%

H25 H26 H27 H28 H29

目標：増加を目指します

基準年：87.2%(H25)

平成２９年度の
実績が８７．８％
となり、前年度比
０．３ポイントの増
となっている。

基準年と比べ
０．６ポイント上
回っており、高い
ポイントを維持し
ている。

21

【指標】
「学校・家庭・地域が連携して子どもを育てる環境が整っ
ている」と回答した保護者の割合

85.4%
85.2% 85.2% 85.2%

85.6%

83.0%

84.0%

85.0%

86.0%

H25 H26 H27 H28 H29

目標：増加を目指します

基準年：85.4%(H25)

平成２９年度の
実績が８５．６％
となり、前年度比
０．４ポイントの増
となっている。

基 準 年 と 比 べ
０．２ポイント上回
っており、高いポ
イントを維持して
いる。

22
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教育振興基本計画における指標の状況

項目

（学校評価における保護者アンケートを基
礎資料としています）

基準年度
(H25年度)

計画初年度
(H27年度) 目標

実績
(H29年度)

「学習指導」に関する項目について「満足」
「概ね満足」と回答した保護者の割合 80.9% 80.7% 増加を

目指します ↑81.2%

「子どもの様子（規範意識や協調性）」に
関する項目について「満足」「概ね満足」と
回答した保護者の割合

87.2% 87.1% 増加を
目指します ↑87.8%

「学校・家庭・地域が連携して子どもを育て
る環境が整っている」と回答した保護者の
割合

85.4% 85.2% 増加を
目指します ↑85.6%

23

24

プロジェクトⅠ
志を持ち、失敗を恐れずチャレンジする人材を育てる

～夢・チャレンジプロジェクト～

【目標】
子どもたちが、変化の激しい社会を生き抜く基盤として、｢確かな学力」、｢豊かな心」、

｢健やかな体」のバランスがとれた「生きる力」、社会的・職業的自立に向けて必要とな
る勤労観・職業観、社会のグローバル化に対応する能力などを育成することが求めら
れている。これらの資質・能力を身に付けるため、読書活動などの言語活動や体験活
動を重視しながら、公立と私立の幼稚園、保育所から高等教育機関までが連携し、協
働して、自らの生き方を考え、志を持ち、失敗を恐れずにチャレンジする精神に溢れた
人材の育成に取り組む。

【達成状況】
各施策の指標では、１６指標中６指標で基準年と比べ上昇している。その他の指標

について、ほとんどの指標が微減に留まっている。今後とも学習指導の更なる充実を
目指し、引き続き、個別の学校における改善状況等を調査・分析し指導を充実させる
必要があると評価している。
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25

施策１ 社会を生き抜く力を育む主体的な学びの確立

【実施状況】
「ちばっ子『学力向上』総合プラン（ファイブ・アクション）」を中心として、｢読書活動

や体験活動を通じた学習意欲の向上」、「子どもたちの主体的な学びを支える取組の
充実」、「授業力の向上による学びの深化」、「学力向上に係る取組の適切な評価・
改善の推進」を重点的な取組として事業を推進した。

64.2% 65.1%

61.9% 62.2%
63.0%

62.9%
63.0%

62.3%

59.0%
61.3%

59.1%
58.0%

58.1%

56.0% 55.6% 54.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

H26 H27 H28 H29 H30

目標：小学生７０.０％

目標：中学生６０.０％

小６算数

中３数学

小６国語

中３国語

【指標】全国学力・学習状況調査において「勉
強が好き」と答えた児童生徒の割合

【指標】児童・生徒のＩＣＴ活用を指導する能力
（教員が指導できる割合）

63.0%
63.8% 64.1%

64.6%

60.0%

62.0%

64.0%

66.0%

68.0%

70.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標６８．０％

26

施策２ 道徳性を高める実践的人間教育の推進

【実施状況】
「豊かな人間性を育む千葉ならではの道徳教育の展開」、｢社会の一員として必要な力
を育む教育の推進」、｢五感を通して学ぶ体験活動の推進」、「自他ともに尊重し命を大
切にする心の教育の推進」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】全国学力・学習状況調査において「人が
困っているときは進んで助けている」と答えた児
童生徒の割合

94.0% 93.7%

95.3% 94.7%

85.1%
85.4%

84.8%
84.6%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

H26 H27 H28 H29 H30

目標：増加を目指します

小６

中３

中３

小６
「人がこまってい
るときは進んで助
けている」

「人の気持ちがわ
かる人間になりた
いと思う」

※この施策の指標として活用していた「全
国学力・学習状況調査における『人の気持
ちが分かる人間になりたいと思う』」という
児童生徒への質問が、平成２８年度から
消失したため、新たに質問項目に加わっ
た『人が困っているときは進んで助けてい
る』と答えた児童生徒の割合」を活用する
こととした。
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27

施策３ 生きる力の基本となる健康・体力づくりの推進

【実施状況】
「体力向上を主体的に目指す子どもの育成」、｢子どもの健康を守る学校保健の充実」
、｢食を通じた健康づくりの推進」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】小学校における新体力テスト（８種目
８０点）平均点（単位：点）

【指標】全国学力・学習状況調査において「朝
食を毎日食べている」と答えた児童生徒の割
合

49.5 49.5 

49.3 49.3 49.4

48.0

48.5

49.0

49.5

50.0

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標５０．０点

88.1%

87.5%

87.3% 86.9%

82.9%

82.2%

81.9%
81.3%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

H26 H27 H28 H29 H30

小６

中３

目標：小学生９０．０％
中学生８５．０％

28

施策４ 社会的・職業的に自立し地域で活躍する人材の育成

【実施状況】
「系統的なキャリア教育の推進」、「地域を支える人材の育成」、「企業や大学・研究機
関等との連携による職場体験等の充実」、「子どもや若者の社会参加の促進」を重点
的な取組として事業を推進した。

【指標】公立小学校における職場見学の実施
割合

【指標】職場体験・インターンシップを実施して
いる公立学校の割合

99.4%

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

95.0%

96.0%

97.0%

98.0%

99.0%

100.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：全ての学校で実施

98.5% 97.9% 98.5% 97.2%
97.5%

87.6%
88.3% 88.1%

88.9%
88.9%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30

中学校

高校

目標 中学校：全ての学校で実施
高 校：増加を目指します
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施策５ 郷土と国を愛する心と世界を舞台に活躍する能力の育成

【実施状況】
｢郷土と国の歴史や伝統文化等について学ぶ教育の推進｣、｢多様な文化を認め合う
国際社会の担い手の育成｣、｢外国語教育の充実｣、｢外国人児童生徒等の受入れ体
制の整備」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】高校生（県立高校）の海外留学者数
（３か月以上）（単位：人）

【指標】公立学校の英語教員の資格取得率
（英検準１級以上等）

46
48

44 45

58

20

30

40

50

60

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：増加を目指します

28.9% 30.0%
31.5%

31.7%

38.3% 39.2%

46.1% 47.1%

10.0%

30.0%

50.0%

70.0%

H26 H27 H28 H29 H30

中学校

高校

目標：中５０．０％
高７５．０％

30

プロジェクトⅠ （単位の記載のないものは「％」）

目標(31年度) 基準年 実績(29年度) 基準年比

小国70.0 64.2(H26) 62.2 ▼
小算70.0 63.0(H26) 62.3 ▼
中国60.0 59.0(H26) 58.0 ▼
中数60.0 58.1(H26) 54.0 ▼

児童・生徒のＩＣＴ活用を指導する能力 68.0 63.0(H25) 64.6(H28) △
小85.1(H28) 85.4 △
中84.8(H28) 84.6 ▼

小学校における新体力テスト（８種目８０点）平均点（単位：点） 50.0 49.5(H25) 49.4 ▼
小90.0 小88.1(H26) 86.9 ▼
中85.0 中82.9(H26) 81.3 ▼

公立小学校における職場見学の実施割合
小：全ての学
校で実施

小99.4(H25) 100.0 △

中：全ての学
校で実施

中98.5(H25) 97.5 ▼

高：増加を目
指します

高87.6(H25) 88.9 △

高校生（県立高校）の海外留学数（３か月以上）（単位：人）
増加を目指し
ます

46人(H25) 58人 △

中50.0 中28.9(H26) 31.7 △
高75.0 高38.3(H26) 47.1 △

各施策指標の基準年比（増加△７、同水準ー０、減少▼９）

職場体験・インターンシップを実施している公立学校の割合
施策４

施策５

公立学校の英語教員の資格取得率（英検準１級以上等）

増加を
目指します

施策１

全国学力・学習状況調査において「勉強が好き」と答えた児童生徒
の割合（小学校６年生・中学校３年生対象）

施策２

全国学力・学習状況調査において、「朝食を毎日食べている」と答
えた児童生徒の割合（小学校６年生・中学校３年生対象）

施策３

全国学力・学習状況調査において、「人が困っているときは進んで助
けている」と答えた児童生徒の割合 （小６・中３対象）

指標の項目
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プロジェクトⅡ
ちばのポテンシャル（潜在能力）を生かした教育立県の
土台づくり ～元気プロジェクト～

【目標】
ちばのポテンシャル（潜在能力）を最大限に活用し、子どもたちが自然や人に触れ、

社会に参加する活動を推進し、知・徳・体のバランスの取れた元気な人材を育てる教
育環境、すなわち「教育立県ちば」の土台をつくる。

【達成状況】
各施策の指標では２４指標中１７指標で、基準年と比べ同率または上昇しています。

今後は全ての指標について目標値を達成するため、千葉県のポテンシャルを最大限
活用して、知・徳・体のバランスの取れた元気な人材を育てる教育環境(｢教育立県｣の
土台)を更に整えていく必要があると評価している。

施策６ 人間形成の場としての活力ある学校づくり

【実施状況】
「魅力ある高等学校づくり」、｢私立学校の振興」、｢公立学校と私立学校の連携の推進
」、「地域に開かれた魅力ある学校づくり」、「豊かな学びを支える学校・学習環境づくり
」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】高等学校の「学校運営」について、肯
定的な評価をしている保護者の割合

【指標】私立学校が支出した経常的経費に占
める経常費補助金の割合

82.9%
83.8% 84.7% 84.8%

84.2%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：増加を目指します

38.5% 38.2% 37.7%

37.9%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：増加を目指します

32
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施策７ 教育現場の重視と教員の質・教育力の向上

【実施状況】
「熱意あふれる人間性豊かな教員の採用」、「信頼される質の高い教員の育成」、「子
どもの多様化に対応したきめ細かい教育の推進」、「教職員の負担軽減と学校問題解
決のための支援」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】授業研究を伴う校内研修を年間７回以
上実施した学校の割合

【指標】地域の人材を外部講師として招いて授
業を行った学校の割合

61.9%
58.4%

64.4%
65.4%

28.1%
33.2% 35.2%

31.2%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

H26 H27 H28 H29 H30

目標：小６５％
中３５％

小学校

中学校
68.8%

69.9%
75.2% 77.8%

46.2%
48.7%

52.4%
58.7%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

H26 H27 H28 H29 H30

目標：小８０％
中６０％

小学校

中学校

33

施策８ いじめ防止対策の推進

【実施状況】
「いじめの予防や早期発見のための取組の推進」、「いじめの防止等のための人材の
確保と資質の向上」、「いじめの防止等のための啓発活動の推進」、「インターネットを
通じて行われるいじめへの対策の推進」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】いじめに関する児童生徒へのアンケー
ト調査の実施率

【指標】いじめの早期発見のための個別面談
の実施率

97.5%

100.0%

99.0% 99.7%

100.0%100.0% 100.0%

96.0%

97.0%

98.0%

99.0%

100.0%

101.0%

H25 H26 H27 H28 H29

高校

中学校

小学校

目標：全ての学校で実施

85.5% 90.3%

100.0%

95.0%

96.4%

100.0%

82.7%

78.4%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

H25 H26 H27 H28 H29

中学校

小学校

高校 目標：全ての学校
で実施

34
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施策９ 人間形成の基礎を培う幼児教育の充実

【実施状況】
「教職員の専門性の向上をはじめとした幼児教育の質の向上」、「小学校就学前教育
から初等教育への円滑な接続」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】域内の幼稚園・保育所と小学校の間
で、接続を見通した教育課程の編成・実施が
行われている市町村数（単位：市町村）

【指標】保育所の待機児童数（単位：人）

7

10

16

0

5

10

15

20

25

H26 H27 H28 H29 H30

目標：１５市町村

７月頃判明

1,251 

1,646 

1,460

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

H26 H27 H28 H29 H30

目標：減少を目指します

９月頃判明

36

施策１０ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進

【実施状況】
「早期からの教育相談と支援体制の充実」｢連続性のある多様な学びの場と支援の充実」
「特別支援学校の整備と機能の充実」「卒業後の豊かな生活に向けた支援の充実」「特別
支援教育に関する教員の専門性の向上」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】幼・小・中・高等学校の個別の教育支
援計画作成率

【指標】高等部本科卒業生の就職希望者の就
職率

62.7%
64.8%

67.2%

80.2%

81.9%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：８０．０％

91.3%

92.7%
91.6%

95.3% 93.5%

87.0%

89.0%

91.0%

93.0%

95.0%

97.0%

99.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：９２．５％
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施策１１ 読書県「ちば」の推進

【実施状況】
「家庭や地域における子どもの読書活動の支援」、「学校等における読書活動の推
進」、「図書館における読書活動の充実」を重点的な取組として事業を推進しました。

【指標】全国学力・学習状況調査において「読
書は好き」と答えた児童生徒の割合

【指標】図書館等と連携している学校の割合

73.4%

72.5%

75.2%
74.6%74.4%

72.9% 74.5%

73.6%

70.0%

72.0%

74.0%

76.0%

78.0%

80.0%

H26 H27 H28 H29 H30

小学生

中学生

目標：８０％

67.0%

70.5%

69.1%

71.1%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：１００％

７月頃判明

38

施策１２ フェアプレーの精神を育て,楽しさや感動を分かち合うスポーツの推進

【実施状況】
「『するスポーツ』・『みるスポーツ』・『ささえるスポーツ』の推進」、「人々に夢と感動を与
える競技力の向上」を重点的な取組として事業を推進しました。

【指標】成人の週１回以上のスポーツ実施率 【指標】総合型地域スポーツクラブが設立され
ている市町村数（単位：市町村数）

46.5%
44.0%

45.8%

46.5%

43.7%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：６０％

32 32 33 34 35
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目標：５４市町村
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施策１３ ちば文化の継承と新たな創造

【実施状況】
「文化にふれ親しむ環境づくり」、｢文化財の保存・継承｣を重点的な取組として事業を
推進した。

【指標】学校・社会教育施設における出土文
化財活用件数（単位：件）

113件

99件

115件 117件

80

90

100

110

120

130

H26 H27 H28 H29 H30

目標１２０件

40

施策１４ 安全・安心な学びの場づくりの推進

【実施状況】
「校舎等の計画的な整備、バリアフリー化の促進」、「東日本大震災を教訓とした防災
教育と安全教育の推進」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】県立学校校舎等の耐震化の割合 【指標】「地域安全マップ」を作成している学校
の割合

89.2%

94.7%

99.0%
100.0% 100.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：１００％

84.4%

79.7% 79.7%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

H26 H27 H28 H29 H30

目標：９０％

７月頃判明
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プロジェクトⅡ （単位の記載のないものは「％」）

目標(31年度) 基準年 実績(29年度) 基準年比

高等学校の「学校運営」について、肯定的な評価をしている保護者の
割合

増加を目指し
ます

82.9(H25) 84.2 △

私立学校が支出した経常的経費に占める経常費補助金の割合
増加を目指し
ます

38.5(H25) 37.9（H28） ▼

小65.0 小61.9(H26） 65.4 △
中35.0 中28.1(H26） 31.7 △
小80.0 小68.8(H26） 77.8 △
中60.0 中46.2(H26） 58.7 △

小97.5(H25） 100.0（H28） △
中99.0(H25） 100.0（H28） △
高100.0(H25） 100.0（H28） △
小85.5(H25） 100.0（H28） △
中95.0(H25） 100.0（H28） △
高82.7(H25） 100.0（H28） △

域内の幼稚園・保育所と小学校の間で、接続を見通した教育課程の
編成・実施が行われている市町村数（単位：市町村）

15 ７(H26) ７月判明

保育所の待機児童数（単位：人）
減少を目指し
ます

1,251人(H26) ９月判明

幼・小・中・高等学校の個別の教育支援計画作成率 80.0 62.7(H25) 81.9 △
高等部本科卒業生の就職希望者の就職率 92.5 91.3(H25) 93.5 △

小80.0 小73.4(H26） 74.6 △
中80.0 中74.4(H26） 73.6 ▼

図書館等と連携している学校の割合 100 67.0(H24) ７月判明
成人の週1回以上のスポーツ実施率 60 46.5(H25) 43.7 ▼
総合型地域スポーツクラブが設立されている市町村数(単位：市町村) 54 32(H25) 35 △

施策13 学校・社会教育施設における出土文化財活用件数（単位：件） 120 113(H26) 117 △
県立学校校舎等の耐震化の割合 100 89.2(H25) 100.0 △
「地域安全マップ」を作成している学校の割合 90 84.4(H26) ７月判明

各施策指標の基準年比（増加△ 17 ・同水準－0・減少▼3  ）

施策６

授業研究を伴う校内研修を年間７回以上実施した学校の割合
（全国学力・学習状況調査より）

施策７
地域の人材を外部講師として招いて授業を行った学校の割合
（全国学力・学習状況調査より）

指標の項目

施策９

全ての学校で
の実施

いじめに関する児童生徒へのアンケート調査の実施率

全ての学校で
の実施

いじめの早期発見のための個別面談の実施率

施策８

施策10

全国学力・学習状況調査において「読書は好き」と答えた児童生徒
の割合施策11

施策12

施策14

42

プロジェクトⅢ
教育の原点としての家庭の力を高め、人づくりのために
力をつなげる ～チームスピリットプロジェクト～

【目標】
全ての親が家庭教育を安心して行えるよう、地域社会が一体となって支援していく取

組や、地域住民の絆を深め、つながりや支え合いによる地域コミュニティの形成、ま
た、学校、家庭、地域、企業、高等教育機関、千葉県教育を担うパートナーである公立
学校と私立学校などの力強い連携により、人づくりの力を結集して「教育立県ちば」を
実現する。

【達成状況】
各施策では、６指標全てで基準年の数値を超えており、これらの数値を更に高めて

いくためには、教育を核とした新しい地域コミュニティの構築に向け、学校が家庭・地域
と連携した教育環境づくりに積極的に取り組むことが必要であると評価している。
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施策１５ 親の学びと家庭教育への支援

【実施状況】
「人間形成の土台となる家庭教育への支援」「学校・家庭・地域が連携した家庭教育の推
進」「親となってかけがえのない子育てを行うための教育の推進」を重点的な取組として、事
業を推進した。

【指標】全国学力・学習状況調査において
「家の人と学校の出来事について話をしてい
る」と答えた生徒（中学生）の割合

【指標】家庭教育の推進に係る協力企業等の
数（単位：社）

72.8%
73.4% 73.5%

73.8%

60.0%
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80.0%

90.0%
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目標：増加を目指します
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目標：500

44

施策16 つながりや支え合いによる地域コミュニティの形成と生涯学習社会の実現

【実施状況】

「学校を核とした地域コミュニティの構築と子どもの学びへの支援」「生涯学習社会を目
指した取組の推進」「社会教育推進体制の強化」「高等教育機関との連携」「県教育委
員会と市町村、私学等との連携強化」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】放課後子供教室の対象学校数（単
位：校）

【指標】「学校を核とした県内1000か所ミニ集会」
を地域とともに企画運営している学校の割合
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目標:２２５校
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40.0%
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H25 H26 H27 H28 H29 H30

目標：７０％
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施策１７ 学びのセーフティネットの構築

【実施状況】

「子どもや家庭に対する相談支援体制の充実」、「学び直しなどの再チャレンジに対す
る支援の充実」、｢経済的・家庭的理由など様々な困難への支援」、「虐待など不適切
な養育から子どもを守る取組の充実・強化」を重点的な取組として事業を推進した。

【指標】公立高等学校における不登校・中途
退学生徒の割合

2.8% 2.8%
2.5%

2.6%

1.5% 1.4%
1.2%

1.3%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

H25 H26 H27 H28 H29

不登校

中途退学

目標：減少を目指します

46

プロジェクトⅢ （単位の記載のないものは「％」）

目標(31年度) 基準年 実績(29年度) 基準年比

全国学力・学習状況調査において「家の人と学校での出来事につい
て話をしている」と答えた生徒（中学生）の割合

増加を
目指します

 72.8(H26) 73.8 △

家庭教育の推進に係る協力企業等の数      （単位：社） 500 406(H25) 526 △
放課後子供教室の対象学校数          （単位：校） 225 173(H26) 233 △
「学校を核とした県内1000か所ミニ集会」を地域とともに企画運営
している学校の割合

70 55.6(H25) 68.0 △

減少を
目指します

不登校
2.8(H25)

2.6（H28） △

減少を
目指します

中途退学
1.5(H25)

1.3（H28） △

各施策指標の基準年比（増加△6、同水準ー0、減少▼0）

施策15

施策16

施策17 公立高等学校における不登校・中途退学生徒の割合

指標の項目
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３－１
子どもの資質・能力の向上

47

３ 懇話会のテーマに係る取組

48

子どもの資質・能力の向上に係る千葉県の取組
施策 重点的な取組の方向性

１ 社会を生き抜く
力を育む主体的
な学びの確立

（１）読書活動や体験活動を通じた学習意欲の向上

（２）子どもたちの主体的な学びを支える取組の充実

（３）授業力の向上による学びの深化

（４）学力向上に係る取組の適切な評価・改善の推進

４ 社会的・職業
的に自立し地域で
活躍する人材の
育成

（１）系統的なキャリア教育の推進

（２）地域を支える人材の育成

（３）企業や大学・研究機関等との連携による職場体験等の充実

（４）子どもや若者の社会参加の促進

５ 郷土と国を愛
する心と世界を舞
台に活躍する能
力の育成

（１）郷土と国の歴史や伝統文化等について学ぶ教育の推進

（２）多様な文化を認め合う国際社会の担い手の育成

（３）外国語教育の充実

（４）外国人児童生徒等の受入れ体制の整備
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平成３０年度ちばっ子「学力向上」総合プラン （ファイブ・ アクション） 千葉県教育庁

教育振興部学習指導課

Ａｃｔ．１
興味ワクワク「読書・体験学習」チャレンジプラン
（「読書活動や体験活動を通じた学習意欲の向上」の視点）

○読書活動や児童生徒の体験学習の推進
学校図書館の活用を図るとともに、児童生徒の体験学習等を推進し、 学びに対する興味・関心を

高め、 学習意欲の向上を図ります。

「新 みんなで取り組む『教育立県ちば』プラン」の実現を目指し、「読書活動や体験学習

を通じた学習意欲の向上」「子どもたちの主体的な学びを支える取組の充実」「授業力の向上

による学びの深化」「学力向上に係る取組の適切な評価・改善の推進」「信頼される質の高い

教員の育成」の５つの視点による、ちばっ子「学力向上」総合プランの各事業を展開すること

により、 学力向上を図っていきます。

＜主な取組＞
□学校図書館の活用による学習意欲の向上
◇確かな学びの早道「読書」事業の推進 ◇優良・優秀学校図書館認定事業の実施

□校種を超えた授業の実施
◇「小･中･高連携の特別授業」による体験学習の促進 ◇特別非常勤講師配置事業の実施

□児童生徒の体験学習等の推進
◇「お兄さん、お姉さんと学ぼう」事業の推進 ◇学びの「総合力・体験力」コンテストの開催

Ａｃｔ．３
子どもいきいき「授業力アップ」プラン

（「授業力の向上による学びの深化」の視点）

○授業力向上のための取組の推進
授業づくりを支援するための教員研修の基盤を整備したり、 教員相互の授業参観を実施したり

するなど、 教員の授業力の向上を図ります。

Ａｃｔ．２
「子どもたちの夢・チャレンジ」サポートプラン
（「子どもたちの主体的な学びを支える取組の充実」の視点）

○子どもたちの主体的な学びを支える取組の推進
児童生徒の学校や家庭での学習環境を整備し、 言語活動を重視したちばっ子の主体的な学びを

支える取組を推進します。

＜主な取組＞
□子どもたちの学びを支える取組の推進
◇千葉県学習サポーター派遣事業の充実 ◇「家庭学習のすすめ」サイトの活用促進

□県独自の小・中学校に対する学習ガイドの活用
◇「ちばっ子チャレンジ１００」及び「学びの突破口ガイド」の活用（小学校）
◇「ちばのやる気」学習ガイドの活用（中学校）

□子どもたちの理科、算数・数学に関する興味・関心と知的探究心を高める取組の推進
◇「ＳＳＨ」などの活用による理数教育の充実
◇科学の甲子園 ・ 科学の甲子園ジュニア大会の開催

□社会のグローバル化に対応した教育活動の推進

◇「ＳＧＨ」 の活用によるグローバル教育の充実
◇子どもたちの学びを支える英語教育強化推進事業の実施

□進学指導重点校における取組の推進

◇進学指導重点校における教育活動の充実と普及

＜主な取組＞
□新しい時代に必要な資質・能力を育成するための授業力の向上

◇「ちばっ子の学び変革」推進事業の実施

□授業公開等による授業力の向上

◇ちば「授業練磨の公開日」の実施

◇「魅力ある授業づくりの達人」認定・活用事業の推進

◇「学力向上交流会」の開催 ◇「私の授業レシピ（秘訣・秘伝）」活用事業の推進

Ａｃｔ．４ 「評価・改善」アクティブプラン
（「学力向上に係る取組の適切な評価・改善の推進」の視点）

○学力向上に向けた取組の評価 ・ 改善
全国学力・学習状況調査のデータを活用した検証を行うとともに、学力向上に係る事業評価を

行い、 学力向上事業のさらなる改善を推進します。
＜主な取組＞

□全国学力・学習状況調査のデータを活用した取組の推進
◇「全国学力・学習状況調査」のデータ及び分析ツールの活用促進
◇「学力・学習状況」検証事業の推進

□学力向上に向けた施策の検証 ・ 改善
◇「学力向上推進会議」の開催

Ａｃｔ． ５ 「教師力 トップ」アクティブプラン（「信頼される質の高い教員の育成」の視点）
.

○信頼される質の高い教員の育成を目指した研修の推進

「千葉県教職員研修体系」に基づき、今日的な教育課題や実践的指導力の向上等に応じた研修を行うなど、社会の変化に適切に

対応できる信頼される質の高い教員の育成を図ります。

＜主な取組＞

□社会状況の変化等を踏まえた教職員研修の推進
◇「千葉県教職員研修体系」に基づく研修事業の充実・推進
◇「教員の資質能力向上事業」の推進

◇「若手教員育成推進員」活用事業の推進

※  事業の説明は裏面にあります。 49

平成３０年度ちばっ子「学力向上」総合プラン（ファイブ・アクション）の各事業の説明

Ａｃｔ．１ 興味ワクワク「読書・体験学習」チャレンジプラン Ａｃｔ．３ 子どもいきいき「授業力アップ」プラン

○読書活動や児童生徒の体験学習の推進
◇確かな学びの早道「読書」事業の推進

学校図書館を有効に活用した実践協力校の取組を、 記録集等で県内に広める。

◇優良・優秀学校図書館認定事業の実施

優良・優秀学校図書館の認定や優れた事例の情報提供などを通して、 一層の学校図書館の活用を図る。

◇ 「小･中･高連携の特別授業」 による体験学習の促進

高校の教員が、小・中・義務教育・高・特別支援学校で、理科実験や社会科フィールドワークなど、様々な教科において体験的

な活動内容の授業を実施することにより、 子どもたちの興味関心を高め、 学習意欲の向上を図る。

◇特別非常勤講師配置事業の実施

各分野において優れた知識・技能を持つ人材を特別非常勤講師として配置し、 教科の領域や総合的な学習の時間の一部、クラブ

活動等で、 興味関心や多様化に応じた授業を行うことにより、 児童生徒の学習意欲の向上を図る。

◇「お兄さん、お姉さんと学ぼう」事業の推進

高校生（教職希望等）が、近隣小・中学校等に出向き、キャリア教育の一環として授業支援等を行うことにより、進路意識及び

学習意欲の向上を図る。また、身近な「お兄さん、お姉さん」からの支援を受けて学習を行うことにより、児童生徒の学習意欲の

向上を図る。

◇学びの「総合力・体験力」コンテストの開催

小・中・義務教育学校の理科や社会、総合的な学習の時間等での様々な体験学習・調べ学習等の成果について収集し、コンテス

トを開催し、優れた取組を実践した教職員を表彰するとともに、 県内に広く紹介することにより、体験学習の推進を図る。

○授業力向上のための取組の推進

◇「ちばっ子の学び変革」推進事業の実施

「主体的・対話的で深い学び」を実現するため、「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」を活用したアク

ティブ・ラーニングの視点からの授業改善を推進する。 また、関係機関の協力を得ながら「新たな学びに関する教員の資質能力

向上のためのプロジェクト」を推進し、研究指定校の授業実践研究を進めるとともに、「ちばっ子の学び変革」推進セミナーを通

してその成果等を周知し、教員の授業力向上を図る。

◇ちば「授業練磨の公開日」の実施

「学力向上月間」を中心に、県内全ての学校で授業公開研究を実施し、教職員の授業力向上を図る。

◇「魅力ある授業づくりの達人」認定・活用事業の推進

小学校の国語・算数・社会・理科・音楽・図工・ＩＣＴ活用等の達人を認定し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて

の授業改善等、 地域の教職員の授業力向上のため活用を図る。

◇「私の授業レシピ（秘訣・秘伝）」活用事業の推進

公立高校で学習指導を工夫するなど、特に優れた授業を実践している教員の指導技術等をまとめた資料や指導案等をデータベー

ス化して提供することにより、教師力・授業力の向上を図る。

◇「学力向上交流会」の開催

「魅力ある授業づくりの達人」等の優れた授業実践や推進実践校における研究成果など、 指導技術や教材を紹介し合い、学力

向上について協議し、ちばっ子「学力向上」総合プランの学力向上施策の進捗状況を確認するとともに、その普及を図る。

Ａｃｔ．４ 「評価・改善」アクティブプラン

Ａｃｔ．２ 「子どもたちの夢・チャレンジ」サポートプラン

○子どもたちの主体的な学びを支える取組の推進
◇千葉県学習サポーター派遣事業の充実

市町村立小・中・義務教育学校に、授業中の学習支援、学校教育活動の一環として行われる放課後等における児童生徒への学習

支援、 家庭学習の充実に向けた支援等を行う退職教員等の多様な地域人材を学習サポーターとして派遣し、 児童生徒の学力向上

を図る。

◇「家庭学習のすすめ」サイトの活用促進

家庭学習教材等の内容を充実させ、活用促進を図ることで、家庭学習への支援をする。また、小中学生の保護者向けリーフレッ

トや家庭学習の指導事例を情報発信することにより、 児童生徒の家庭学習の習慣化を図り、 教員や保護者に家庭学習への取組の

理解を図る。

◇「ちばっ子チャレンジ１００」及び「学びの突破口ガイド」の活用（小学校）

小学校の学習教材（低学年：国語・算数、中・高学年：国語・算数・理科）の活用の促進を図るとともに、基礎・基本や、思考

力・判断力を高める問題、全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた問題を配信し、児童のつまずきの克服を図る。

◇「ちばのやる気」学習ガイドの活用（中学校）

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた県共通評価問題の配信をはじめ、 中学校の学習教材（国語・社会・数学・理科・外

国語）の活用の促進を図り、学習内容の定着と学習意欲の向上に努める。

◇「ＳＳＨ」などの活用による理数教育の充実

ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）による先進的な理数教育の実践を行うとともに、ＳＳＨを核として学校種を越えた

ネットワーク体制の構築を図り、 児童生徒の科学に対する興味関心を高める取組を充実させる。

◇科学の甲子園 ・ 科学の甲子園ジュニア大会の開催

科学の甲子園（ジュニア、 高校）大会を開催し、 理科や数学に関する競技に協働して取り組むことを通じて、 理数に対する

興味関心や知的探究心を高める。

◇「ＳＧＨ」の活用によるグローバル教育の充実

ＳＧＨ（スーパーグローバルハイスクール）による先進的な教育活動や、生徒の社会課題に対する興味関心と知的探究心を高め

る取組を充実させる。

◇子どもたちの学びを支える英語教育強化推進事業の実施

教員や ALT（外国語指導助手）の指導力向上のための取組等を推進し、小・中・高等学校等の各段階を通じて英語教育を充実し、

児童生徒の英語力の向上を図る。

◇進学指導重点校における教育活動の充実と普及
進学指導重点校（10校）を指定し、主体的な学びを支える取組の推進や進学指導に重点をおいた教育活動の充実を図るとともに、

その成果の他の県立高校への普及に努める。

○学力向上に向けた取組の評価 ・ 改善

◇「全国学力・学習状況調査」のデータ及び分析ツールの活用促進

全国学力・学習状況調査のデータ活用を促進するため、県独自の分析ツールを作成・配付し、各学校での結果分析を支援し、

学校内での情報共有や改善取組の実現を図る。また、県全体の分析結果をリーフレットや報告書にまとめ、各学校の指導改善等

を促進する。

◇「学力・学習状況」検証事業の推進
検証協力校(１５校)と連携し、全国学力・学習状況調査のデータ等を活用しながら、学力向上に向けた取組や各学校における

継続的な検証改善サイクルを確立し、その成果の普及を図る。

◇「学力向上推進会議」の開催

「学力向上プロジェクトチーム会議」（庁内関係課により設置）での「総合プラン各事業評価」に対し、「学力向上推進会

議」において評価を行うとともに、教育施策・事業に対する幅広い意見を聴取し、学力向上事業のさらなる改善を図る。

Ａｃｔ．５ 「教師力 トップ」アクティブプラン

○信頼される質の高い教員の育成を目指した研修の推進

◇「千葉県教職員研修体系」に基づく研修事業の充実・推進

教職キャリアステージに応じた能動的な研修や地域に根ざした研修、経験年数に応じた「初任者研修」や「中堅教諭等資質向

上研修」等により、信頼される質の高い教職員の育成を図る。

◇「若手教員育成推進員」活用事業の推進
豊かな教職経験を有する者を「若手教員育成推進員」に委嘱し、 地域に根ざした研修会を展開し、 若手教員の育成を図る。

◇「教員の資質能力向上事業」の推進
教育公務員特例法の一部改正に伴い、今後の千葉県教育を支える教員の育成について、協議会を開催し、教員等の育成に係る

指標を周知するとともに、それに基づく、新たな「千葉県教職員研修体系」を策定する。

千葉県教育庁教育振興部学習指導課 50
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小学校6年生、中学校3年生の児童生徒に対して、前年度に、コンピュータ等の情報通
信技術（パソコン（タブレット端末含む）、電子黒板、実物投影機、プロジェクター、インタ
ーネットなどを指す）を活用した授業を行いましたか
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14.4 

17.0 

15.7 

35.6 
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28.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語：小学校（千葉）

国語：小学校（全国）

算数：小学校（千葉）

算数：小学校（全国）

国語：中学校（千葉）

国語：中学校（全国）

数学：中学校（千葉）

数学：中学校（全国）

よく行った どちらかといえば行った あまり行っていない 全く行っていない

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

52

小学校6年生、中学校3年生の児童生徒に対して、算数・数学の授
業において、前年度に、習熟の遅いグループに対して少人数による
指導を行い、習得できるようにしましたか
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19.6 
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小学校（千葉）

小学校（全国）

中学校（千葉）

中学校（全国）

年間の授業のうち，おおよそ３／４以上で行った おおよそ１／２以上

おおよそ１／４以上 おおよそ１／４未満

行っていない

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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53

小学校6年生、中学校3年生の児童生徒に対して、算数・数学の授
業において、前年度に、習熟の早いグループに対して少人数による
指導を行い、習得できるようにしましたか
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中学校（千葉）

中学校（全国）

年間の授業のうち，おおよそ３／４以上で行った おおよそ１／２以上

おおよそ１／４以上 おおよそ１／４未満

行っていない

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

54

児童生徒は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料や
文章、話の組み立てを工夫して、発言や発表を行うことができている
と思いますか

学校質問紙から

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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そのとおりだと思う どちらかといえばそう思う
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55

授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わる
よう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していたと思い
ますか

児童生徒質問紙から

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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小学校 中学校 小学校 中学校

国語B（千葉） 算数B・数学B（千葉）

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

平
均
正
答
率
（
％
）

全国学力・学習状況調査

本県の平均正答率の推移 小学校：国語・算数

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」 56
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算数Ｂ

全国平均を
100とする

※ グラフは全国平均を１００としたときの指数で示しています。
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全国学力・学習状況調査

本県の平均正答率の推移 中学校：国語・数学

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」 57
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国語Ｂ
数学Ａ
数学Ｂ

全国平均を
100とする

※ グラフは全国平均を１００としたときの指数で示しています。

全国学力・学習状況調査

中学校・数学の傾向

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」 58
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全国学力・学習状況調査

小学校・算数の傾向

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」 59
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全国学力・学習状況調査

中学校・国語の傾向

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」 60
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全国学力・学習状況調査

小学校・国語の傾向

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」 61
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62

家で、計画を立てて勉強していますか
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32.9 

27.3 

26.1 
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15.9 

14.5 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校6年生（千葉）

小学校6年生（全国）

中学校3年生（千葉）

中学校3年生（全国）

している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない その他・無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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授業の内容がわかりますか
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国語：小学校6年生（千葉）

国語：小学校6年生（全国）

算数：小学校6年生（千葉）

算数：小学校6年生（全国）

国語：中学校3年生（千葉）

国語：中学校3年生（全国）

数学：中学校3年生（千葉）

数学：中学校3年生（全国）

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない

当てはまらない その他・無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

64

4.3 

3.8 

10.2 

9.5 

3.5 

3.2 

9.1 

8.6 

5.0 

5.0 

14.8 

14.1 

8.6 

8.5 

18.5 

18.2 

12.5 

12.2 

17.0 

15.9 

32.7 

30.5 

18.3 

17.5 

33.4 

36.7 

11.9 
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小学校6年生（全国）

中学校3年生（千葉）

中学校3年生（全国）

4時間以上 3時間以上 2時間以上 1時間以上 30分以上 30分以下 携帯電話やスマートフォンを持っていない

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマート
フォンで通話やメール、インターネットをしますか（携帯電話やスマート
フォンを使ってゲームをする時間は除く）
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小学校6年生（全国）

中学校3年生（千葉）

中学校3年生（全国）

3時間以上 2時間以上 1時間以上 30分以上 30分より少ない1時間未満 全くしない

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日），１日当たりどれく
らいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭
教師に教わっている時間も含む）

66
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小学校6年生（千葉）

小学校6年生（全国）

中学校3年生（千葉）

中学校3年生（全国）

2時間以上 1時間以上 30分以上 10分以上 10分より少ない 全くしない

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

学校の授業時間以外に、普段(月～金曜日)、１日当たりどれくら
いの時間、読書をしますか(教科書や参考書、漫画や雑誌は除く)
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中学校3年生（千葉）

中学校3年生（全国）

3時間以上 2時間以上 1時間以上 30分以上 30分より少ない1時間未満 全くしない

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれく
らいの時間，部活動をしますか

３－２ 道徳教育の充実

68
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道徳教育の充実に係る千葉県の取組
施策 重点的な取組の方向性

２ 道徳性を高
める実践的人
間教育の推進

（１）豊かな人間性を育む千葉ならではの
道徳教育の展開

（２）社会の一員として必要な力を育む教
育の推進

（３）五感を通して学ぶ体験活動の推進

（４）自他ともに尊重し命を大切にする心
の教育の推進

70

第１基本的な考え方

１ 子どもたちが郷土と国を愛し、豊かでおおらかに、そして自信にあふれた頼もしい人間として成長し、真の
国際人として活躍できるよう幼児児童生徒の内面に根ざした道徳教育の充実に努める。

２ 学校は、地域における道徳教育の中核として、幼児児童生徒が言語活動や読書活動、体験活動や社会参
加活動などを通して、より深く考え、実践力を身に付けられるよう、家庭や地域との連携に努める。

第２具体的な取組

１ 「千葉県道徳教育の指針」を踏まえ、「『いのち』のつながりと輝き」を主題として道徳教育を体系化し、学習
内容の重点化を図るとともに、就学前から高等学校まで発達の段階に応じて、道徳科・「道徳」を学ぶ時間を
要とした道徳教育の充実を図る。また、道徳科・「道徳」を学ぶ時間を積極的に公開することなどにより県民一
体となった取組を促進する。

２ 学校は、言語活動、読書活動、体験活動及び社会参加活動等に積極的に取り組み、幼児児童生徒が、人
や社会、自然などとの豊かな関わりの中で、様々な経験を通して道徳性や道徳的実践力を高められるよう努
める。

３ 高等学校等の道徳教育のより一層の充実を図るため、平成25年度から原則として第1学年（1年次）に、

「道徳」を学ぶ時間35単位時間程度を導入し、特別活動の時間を中心に総合的な学習の時間等、各学校の
教育課程に適切に位置付けて実施する。

４ 小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校に道徳教育の中核を担う教員（道徳教育推進教師）
を置き、各学校における指導体制と教員研修を充実することにより指導力の向上に努める。

５ 各学校及び教員の取組を支援するため、幼児児童生徒の心に響く映像教材など道徳教材や指導資料の
整備、道徳教育に関する優れた取組などの情報提供に努める。

担当課：教育庁教育振興部学習指導課

基本的な考え方と具体的な取組
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自分には、よいところがあると思いますか
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思
いますか

※ 平成27年度については、質問が削除されました
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先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思
いますか

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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３－３ 学校指導体制の整備

74
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学校指導体制の整備に係る千葉県の取組
施策 重点的な取組の方向性

７ 教育現場の
重視と教員の
質・教育力の向
上

（１）熱意あふれる人間性豊かな教員の採用

（２）信頼される質の高い教員の育成

（３）子どもの多様性に対応したきめ細かい教育
の推進

（４）教職員の負担軽減と学校問題解決のための
支援

14 安全・安心

な学びの場づく
りの推進

（１）校舎等の計画的な整備、バリアフリー化の
促進

（２）東日本大震災を教訓とした防災教育と安全
教育の推進

76 76
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教員の年齢構成

出典：教育政策課「年度学校教員統計調査」

＊年齢は平成28年10月1日現在。
＊公立小学校，公立中学校，県立高等学校（含市立定時制）及び公立特別支援学校に勤務する校長･副校長･教
頭･主幹教諭･教諭及び助教諭である正規職員（再任用及び臨時的任用職員を除く。）。

人
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（公立学校） 平成2８年度
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教員採用選考における倍率[推移]

79

※千葉市を含む。
※倍率＝志願者数÷２次選考合格者数 出典：教職員課「公立学校教員採用候補者選考の結果について」
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平成29年度教員等の出退勤時刻実態調査

校 種

教諭等の１日当たり
の在校時間

教諭等の

１週間当たり
の在校時間
が週６０時間
を超えてい
る割合

主な超過勤務
の理由平日

（勤務日）
土・日曜日

小学校 １１時間１２分 ０時間４５分 ３５．０％
分掌業務・学年学級業
務（４８．９％）

中学校 １１時間３６分 ３時間１０分 ６５．９％
部活動指導（３１．３％）、
分掌業務・学年学級業
務（２７．５％）

高等学校 １０時間３１分 ２時間１４分 ３６．１％ 部活動指導（４９．８％）

特別支援学校 １０時間２９分 ０時間６分 ８．７％
授業準備及び分掌業
務・学年学級業務（７５．
６％）

出典：教職員課「平成29年度教員等の出退勤時刻実態調査結果（速報値）」
80
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安全で充実した運動部活動のためのガイドライン

●適切な活動時間
長くとも、平日の練習時間は２時間程度とし、土曜日及び日曜日

（以下「週末」という。）を含む学校の休業日は３時間程度とする。
これを超えて活動する場合であっても、その前後の活動時間を短縮

すること等により、過度にならないよう留意する。

●休養日の設定
学期中は、平日に１日以上、週末に１日以上の、少なくとも週当たり

２日以上の休養日を設けることを基準とする。週末に大会等に参加し
た場合は、他の日に休養日を振り替える。

長期休業中は、学期中の休養日の設定に準じた扱いとするが、生
徒が十分な休養を取ることができるよう、まとまった休養期間を設け
る。

（４）適切な休養日等の設定

81
出典：体育課(H30年6月改訂）

82

学校がテーマを決め、講師を招へいするなどの校内研修を行っていま
すか

83.3 

65.7 

53.8 

49.9 

15.7 

27.9 

42.3 

38.5 

1.0 

5.8 

3.4 

10.2 

0.6 

0.3 

1.4 

0.1 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校（千葉）

小学校（全国）

中学校（千葉）

中学校（全国）

よくしている どちらかといえばよくしている あまりしていない 全くしていない その他・無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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83

授業研究を伴う校内研修を何回実施しましたか

30.2 

26.8 

6.5 

14.2 

5.0 

6.0 

1.0 

3.3 

7.2 

8.6 

3.9 

7.2 

11.7 

12.1 

8.6 

12.3 

11.3 

17.8 

11.7 

13.2 

15.5 

16.8 

19.7 

18.2 

17.3 

10.7 

28.6

23.5

1.9 

1.2 

19.5

7.8

0.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校（千葉）

小学校（全国）

中学校（千葉）

中学校（全国）

15回以上 13回以上 11回以上 9回以上 7回以上 5回以上 3回以上 1回以上 全く実施しない

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

84

校長は、校内の授業をどの程度見回っていますか

77.8 

68.0 

54.3 

44.9 

19.0 

26.5 

35.1 

38.6 

3.0 

5.1 

10.1 

16.0 

0.1 

0.1 

0.5 

0.5 

0.1 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校（千葉）

小学校（全国）

中学校（千葉）

中学校（全国）

ほぼ毎日 週２～３回程度 月に数日程度 ほとんど行っていない その他・無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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３－４ いじめ・不登校防止、特別支援教育

85

86

いじめ不登校防止・特別支援教育に係る千葉県の取組

施策 重点的な取組の方向性

８ いじめ防止
対策の推進

（１）豊かな人間性を育む千葉ならではの道徳教育の展開

（２）社会の一員として必要な力を育む教育の推進

（３）五感を通して学ぶ体験活動の推進

（４）自他ともに尊重し命を大切にする心の教育の推進

10 一人一人

の教育的ニー
ズに応じた特
別支援教育の
推進

（１）早期からの教育相談と支援体制の充実

（２）連続性のある多様な学びの場と支援の充実

（３）特別支援学校の整備と機能の充実

（４）卒業後の豊かな生活に向けた支援の充実

（５）特別支援教育に関する教員の専門性の向上
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いじめの認知件数（都道府県比較）
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87

（国公私立の小・中・高・特別支援学校の合計を1,000人当たりの発生件数とした場合 H28年度）

出典：文部科学省「平成２８年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 」

千葉県のいじめの状況（H28年度）
（公立の小・中・高・特別支援学校）

88
出典：文部科学省「平成２８年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 」
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いじめ発見のきっかけ（千葉県）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計 

19,789 4,543 164 97 24,593

学級担任 2,537 561 19 27 3,144

学級担任以外の教職員 186 182 6 3 377

養護教諭 48 80 0 0 128

スクールカウンセラー等 23 28 0 0 51

アンケート調査など 16,995 3,692 139 67 20,893

5,087 1,833 89 15 7,024

本人からの訴え 3,365 1,129 57 11 4,562

当該児童生徒の保護者 1,041 406 14 2 1,463

児童生徒（本人を除く） 476 217 9 0 702

保護者（本人の保護者を除く） 148 63 6 2 219

地域の住民 13 5 1 0 19

学校以外の関係機関 20 6 2 0 28

その他（匿名による投書など） 24 7 0 0 31
24,876 6,376 253 112 31,617

内訳

 内 訳 

学校の教職員等が発見 

学校の教職員以外からの情報により発見 

計 

区分

出典：児童生徒課「平成28年度『児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 』の概要」

（単位：件）（公立の小・中・高・特別支援学校）

89

いじめられた児童生徒の相談の状況（千葉県）

区  分 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計 
学級担任 20,221 4,803 146 104 25,274
学級担任以外の教職員 710 797 43 10 1,560
養護教諭 276 329 27 1 633
スクールカウンセラー等 384 254 16 0 654
学校以外の相談機関 132 53 4 0 189
保護者や家族等 4,210 1,533 45 10 5,798
友人 1,540 843 30 2 2,415
その他（地域の人など） 56 20 1 0 77
誰にも相談していない 1,581 308 47 0 1,936

計 29,110 8,940 359 127 38,536
出典：児童生徒課「平成28年度『児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 』の概要」

（単位：件）（公立の小・中・高・特別支援学校）

90
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いじめの態様（千葉県）

区 分 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計 
冷やかしやからかい，悪口等 14,847 4,085 132 68 19,132
仲間はずれ，集団による無視 4,642 1,177 25 2 5,846
軽くぶつかられる， 叩かれる等 6,365 999 28 36 7,428
ひどくぶつかられる， 叩かれる等 1,542 255 10 3 1,810
金品をたかられる 297 100 8 2 407
金品を隠されたり，盗まれたりする等 1,782 481 11 0 2,274
嫌なことや恥ずかしいことをされる等 1,653 360 31 2 2,046
パソコンや携帯電話等でのひぼう中傷 329 516 52 4 901
その他 818 171 30 1 1,020

計 32,275 8,144 327 118 40,864

出典：児童生徒課「平成28年度『児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 』の概要」

（単位：件）（公立の小・中・高・特別支援学校）

（注）複数選択を可としている

91

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

92

79.3 

81.2 

70.0 

73.3 

16.4 

14.9 

21.7 

19.5 

3.1 

2.7 

5.7 

4.9 

1.1 

1.1 

2.4 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校6年生（千葉）

小学校6年生（全国）

中学校3年生（千葉）

中学校3年生（全国）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

（公立の小・中学校）



47

千葉県の公立小中学校における不登校児童生徒の変遷

5,445 5,460 

5,140 
4,933 

4,756 4,867 
5,011 

5,182 5,151 5,099 5,053 
4,777 

4,590 

4,970 
5,121 

5,393 
5,647 

1.08%
1.10%

1.05%

1.01%
0.99%

1.01%

1.04%

1.07% 1.06% 1.05% 1.04%

0.98%
0.96%

1.04%

1.08%

1.14%

1.21%

0.80%

0.90%

1.00%

1.10%

1.20%

1.30%

1.40%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

不登校児童生徒数（人） 全児童生徒に対する割合（％）

出典：児童生徒課「平成28年度『児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 』の概要」

（人）

93

不登校の要因（小学校）
（千葉県の公立の小学校）

出典：児童生徒課「平成28年度『児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 』の概要」

0.5%
18.7%

2.9%
10.6%

0.7%
0.8%

2.1%
4.1%

44.4%
22.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

いじめ

いじめを除く友人関係をめぐる問題

教職員との関係をめぐる問題

学業の不振

進路にかかる不安

クラブ活動・部活動等への不適応

学校のきまり等をめぐる問題

入学、転編入学、進級時の不適応

家庭に係る状況

上記に該当なし

【学校・家庭に係る要因】（区分）

16.3%
1.0%

31.0%
30.1%

21.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

「学校における人間関係」に課題を抱えている

あそび・非行

無気力

不安

その他

【本人に係る要因】（分類）

94
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不登校の要因（中学校）
（千葉県の公立の中学校）

出典：児童生徒課「平成28年度『児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 』の概要」

0.5%
26.7%

1.6%
21.4%

3.9%
2.8%
2.9%

5.9%
23.3%

20.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

いじめ

いじめを除く友人関係をめぐる問題

教職員との関係をめぐる問題

学業の不振

進路にかかる不安

クラブ活動・部活動等への不適応

学校のきまり等をめぐる問題

入学、転編入学、進級時の不適応

家庭に係る状況

上記に該当なし

【学校・家庭に係る要因】（区分）

21.5%
6.0%

34.3%
25.4%

12.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

「学校における人間関係」に課題を抱えている

あそび・非行

無気力

不安

その他

【本人に係る要因】（分類）

95

不登校児童生徒への指導結果状況

出典：児童生徒課「平成28年度『児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 』の概要」

（公立の小・中学校）

小学校 中学校 計 
人数％ 人数％ 人数％ 

438 1,262 1,700
30.1% 30.1% 30.1%

1,018 2,929 3,947
69.9% 69.9% 69.9%
308 943 1,251

21.2% 22.5% 22.2%
1,456 4,191 5,647

うち継続した登校には至らないものの好ましい変化が
見られるようになった児童生徒

指導中の児童生徒 

指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒 

  

区     分 

合     計 

96
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97

不登校対策支援チームの設置

千葉県版不登校対策指導資料集

98
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第２次千葉県特別支援教育推進基本計画

99

県立特別支援学校の障害種別児童生徒数の推移と今後の推計

出典：特別支援教育課「第２次県立特別支援学校整備計画」
100
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特別支援学校の整備と機能の充実

101

公立小・中学校 特別支援学級の児童生徒数の推移

出典：学校基本調査 102
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103

学校の教員は、特別支援教育について理解し、前年度までに、調査対
象学年の児童生徒に対する授業の中で、児童生徒の特性に応じた指
導上の工夫（板書や説明の仕方、教材の工夫など）を行いましたか

29.9 

35.2 

31.9 

36.9 

59.8 

56.1 

53.2 

54.0 

9.0 

7.5 

12.7 

8.1 

1.3 

0.9 

2.1 

0.9 

0.3 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校（千葉）

小学校（全国）

中学校（千葉）

中学校（全国）

よく行った どちらかといえば行った あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

３－５ 家庭・地域の教育力の充実と活用

104



53

家庭・地域の教育力の充実と活用に係る千葉県の取組

施策 重点的な取組の方向性

９ 人格形成の基
礎を培う幼児教
育の充実

（１）教職員の専門性の向上をはじめとした幼児教育の質の向上

（２）小学校就学前教育から初等教育への円滑な接続

15 親の学びと

家庭教育への支
援

（１）人間形成の土台となる家庭教育への支援

（２）学校・家庭・地域が連携した家庭教育の推進

（３）親となってかけがえのない子育てを行うための教育の推進

16 つながりや支

え合いによる地
域コミュニティの
形成と生涯学習
社会の実現

（１）学校を核とした地域コミュニティの構築と子どもの学びへの支援

（２）生涯学習社会を目指した取組の推進

（３）社会教育推進体制の強化

（４）高等教育機関との連携

（５）県教育委員会と市町村、私学等との連携強化
105

千葉県の市町村における保幼小接続の状況

106

連携の状況 市町村数（％）

連携の予定・計画がまだ無い。 ９（１６．７％）

連携・接続に着手したいが、まだ検討中である。 ３（ ５．６％）

年数回の授業、行事、研究会などの交流がある
が、接続は見通した教育課程の編成・実施は行わ
れていない。

２６（４８．１％）

授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続を
見通した教育課程の編成・実施が行われている。

９（１６．７％）

接続を見通して編制・実施された教育課程につい
て、実施結果を踏まえ、更によりよいものとなるよ
う検討が行われている。

７（１３．０％）

出典：学習指導課「千葉教育平成29菊 千葉県における保幼小の連携の在り方について」

（Ｈ２９年７月現在）
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千葉県における「幼児教育の推進体制構築事業」の取組

107

（１）「幼児教育アドバイザー」の配置

•幼児教育に関する高い専門性と豊かな教職経験
を有する幼児教育アドバイザーを４名、千葉県総合
教育センターに配置する。

同所は「幼児教育センター」としての機能を担う。
•幼児教育アドバイザーは、 千葉県内の幼稚園、
認定こども園等を訪問し、 園経営や教員・保育士等
に対する指導、 助言を行う。
•幼児教育に係る研修プログラムの企画運営等に
よる体制整備を行う。また、自ら研修講師を務める。
•市町村における幼児教育推進体制構築に関する
指導・助言を行う。 出典：学習指導課「千葉県における幼児教育の推進シンポジウム」資料

108

（２）接続期のカリキュラム千葉県モデルの作成

保幼小の円滑な接続のための接続期のカリキュラムの作成
・５歳児教育の充実を図る「５歳児の学びカリキュラム」
・幼児期の教育を踏まえ、 円滑に小学校教育をスタートする
「スタートカリキュラム」

【作成委員】
公・私立幼稚園、認定こども園、公・私立保育所、 小学校の教員、市教
育委員会の指導主事、教育事務所の指導主事、幼児教育アドバイザー

・千葉県内のすべての幼稚園、認定こども園、保育所等及び
小学校・義務教育学校、特別支援学校幼稚部・小学部に配
付する。（平成３０年度）

（３）周知活動

•「千葉県における幼児教育の推進シンポジウム」を開催した。
•千葉県総合教育センターのＨＰに情報を掲載し、閲覧できるよ
うにしている。 出典：学習指導課「千葉県における幼児教育の推進シンポジウム」資料
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109

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、地域の
人材を外部講師として招へいした授業を行いましたか

33.0 

36.7 

14.5 

22.7 

44.8 

47.5 

44.2 

46.2 

16.7 

13.4 

27.3 

22.7 

5.4 

2.4 

14.0 

8.4 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校（千葉）

小学校（全国）

中学校（千葉）

中学校（全国）

よく行った どちらかといえば行った あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

110

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、博物館
や科学館、図書館を利用した授業を行いましたか

11.6 

9.0 

1.8 

2.9 

44.8 

39.2 

15.3 

20.2 

34.7 

40.6 

45.5 

45.9 

8.8 

11.2 

37.4 

30.9 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校（千葉）

小学校（全国）

中学校（千葉）

中学校（全国）

よく行った どちらかといえば行った あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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111

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、地域や社会をよく
するために何をすべきかを考えさせるような指導をおこないましたか

14.4 

16.9 

9.4 

15.3 

57.5 

58.7 

43.4 

52.7 

26.1 

23.2 

42.1 

28.8 

1.8 

1.1 

5.2 

3.2 

0.1 

0.2 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校（千葉）

小学校（全国）

中学校（千葉）

中学校（全国）

よく行った どちらかといえば行った あまり行っていない 全く行っていない その他・無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」

112

学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者や地
域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれますか

54.8 

51.0 

38.2 

34.3 

38.3 

37.7 

47.0 

43.1 

2.0 

2.5 

3.6 

5.1 

4.9 

8.8 

11.2 

17.5 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校（千葉）

小学校（全国）

中学校（千葉）

中学校（全国）

よく参加してくれる 参加してくれる あまり参加してくれない 全く参加してくれない その他・無回答

出典：文部科学省「平成29年度全国学力・学習状況調査」
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３－６ 体育・スポーツと文化の振興

113

114

体育・スポーツと文化の振興に係る千葉県の取組

施策 重点的な取組の方向性

３ 生きる力の
基本となる健
康・体力づくり
の推進

（１）体力向上を主体的に目指す子どもの育成

（２）子どもの健康を守る学校保健の充実

（３）食を通じた健康づくりの推進

12 フェアプレーの精
神を育て、楽しさや感
動を分かち合うス
ポーツの推進

（１）「するスポーツ」、「みるスポーツ」、「ささえるスポーツ」の推進

（２）人々に夢と感動を与える競技力の向上

13 ちば文化

の継承と新たな
創造

（１）文化にふれ親しむ環境づくり

（２）文化財の保存・継承
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第１２次千葉県体育・スポーツ推進計画

115

116
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117
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56.07 
56.39 

56.54 

55.84 
55.60 

55.46 
55.29 

55.04 
54.85 

54.19 54.19 
54.36 

54.07 
53.87 53.91 53.81 53.93 

54.16 

57.19 

57.59 
57.32 

56.97 56.84 
57.07 57.15 

57.01 56.91 

54.85 
54.60 

54.91 54.87 
54.71 

55.01 
55.19 

55.54 
55.72 

52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

千葉男子 全国男子 千葉女子 全国女子

ちばっ子の体力・運動能力の全国との比較
（平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査８種目の体力合計点平均値）

小学校５年生
（注）千葉（公立のみ） 全国（国・公・私立を含む）

出典：スポーツ庁「全国体力・運動能力、運動習慣等調査

点
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44.94 44.69 
45.08 

44.47 44.55 44.29 44.44 44.35 
43.71 

41.42 41.30 41.54 
42.11 

41.69 41.63 41.80 42.00 41.96 

52.90 
52.11 52.16 52.02 52.21 52.07 

52.76 
52.42 52.46 

48.29 
47.87 47.99 

48.62 48.31 48.55 
48.96 

49.41 
49.80 

40.00

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

千葉男子 全国男子 千葉女子 全国女子

ちばっ子の体力・運動能力の全国との比較
（平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査８種目の体力合計点平均値）

中学校２年生
（注）千葉（公立のみ） 全国（国・公・私立を含む）

出典：スポーツ庁「全国体力・運動能力、運動習慣等調査

点

120
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国・県指定文化財件数

H30.4.2現在 文化財課調

121

国宝 特別 重文 計
建造物 ー ー 28 28 70 98
絵画 ー ー 7 7 26 33
彫刻 ー ー 14 14 108 122

工芸品 1 ー 14 15 52 67
書跡・典籍 2 ー 1 3 5 8

古文書 ー ー 5 5 13 18
考古資料 ー ー 3 3 40 43
歴史資料 1 ー 2 3 14 17

ー ー 0 0 8 8
民俗文化財 有形民俗文化財 ー ー 2 2 21 23

無形民俗文化財 ー ー 6 6 57 63
記念物 史跡 ー 1 27 28 81 109

名勝 ー ー 4 4 3 7
天然記念物 ー 1 16 17 50 67

4 2 128 134 548 682

合計種類区分

無形文化財

有形文化財

合計

国指定
県指定

指定文化財の保存・管理 助成事業

助成事業 内容

文化財保存整備助成事業
経年劣化や損傷した文化財の修理、保存・活用のため
の文化財の整備について助成

史跡等購入助成事業
国史跡等の整備を推進し、公開・活用するうえで必要な
公有化について補助

文化財管理助成事業
国指定文化財の所有者が行う管理に際して、必要な防
災設備の保守点検や交換、日常管理上の必要な整備、
国有文化財の見回り監視等に対し助成

文化財保護団体助成事業
一般県民を対象として文化財愛護・普及・管理等の事業
を実施している保護団体に対し、その事業展開に係る
経費を助成

122
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日本遺産 北総四都市江戸紀行活用協議会

佐倉市：武家屋敷 成田市：成田山の参道

銚子市：外川漁港の町並み香取市：佐原の山車行事

出典：文化財課ホームページ 123

「養老川流域田淵の地磁気逆転地層」
天然記念物に指定されます

「養老川流域田淵の地磁気逆転地層」は、地磁気逆転現象の記録が良好に保存されてい
ることなどから、日本の研究グループが地質時代の名称を「チバニアン」とするために、国際
学会に申請している。

出典：文化財課（平成30年6月15日発表）
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